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緑あふれる学校に

ガ
ー
デ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
審
査

　　

９
月
24
日
、
学
校
緑
化
推
進
事

業
の
審
査
員
を
務
め
る
ガ
ー
デ
ン

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
中
澤
由
香
里
さ
ん

と
教
育
委
員
の
み
な
さ
ん
が
、
一

次
審
査
を
通
過
し
た
５
校
を
ま
わ

り
、
各
学
校
の
最
終
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

　

中
澤
さ
ん
は
、
英
国
王
立
園
芸

協
会
コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
マ
ス

タ
ー
の
称
号
を
も
ち
、
造
園
・
園
芸

の
プ
ロ
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

各
学
校
の
取
組
み
を
見
た
中
澤

さ
ん
は
、

　

「
『
学
校
の
緑
化
』
な
の
で
、
今

回
の
審
査
で
は
、
主
に
学
校
の
雰

囲
気
が
緑
化
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う

に
変
化
し
て
い
る
か
と
い
う
部
分

を
見
ま
し
た
。
ど
の
学
校
も
育
て

る
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
と
の
交

流
や
環
境
学
習
、
食
育
な
ど
に
つ

仁賀小学校
～地域と一緒に活動～

審査員／ガーデンデザイナー

　　　中澤　由香里さん

な
げ
て
い
た
こ
と
が
素
晴
ら
し

か
っ
た
で
す
。
植
物
は
、
土
地
柄

に
合
っ
た
形
で
優
し
く
育
て
る
こ

と
が
大
切
。
な
る
べ
く
無
農
薬
の

も
の
を
使
用
し
て
、
自
然
な
美
し

さ
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

ぜ
ひ
今
年
の
経
験
を
生
か
し
て
、

来
年
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
」

と
、
コ
メ
ン
ト
。

　

竹
原
の
豊
か
な
自
然
環
境
は
植

物
を
育
て
や
す
い
そ
う
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
緑
あ
ふ
れ
る
学
校
で

子
ど
も
た
ち
が
生
き
生
き
と
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
取

組
み
を
進
め
ま
す
。

吉名中学校
～一鉢の菊を大切に～

荘野小学校
～緑のカーテンで登下校～

　飼育栽培委員会が中心となっ

て、校内でアイデアを募集。学

校周辺のフェンスに琉球アサガ

オとフウセンカズラのグリーンカー

テン、ミツデ楓の周りにマリーゴー

ルドの花の塔をつくりました。

　地域の林業研究グループ「や

まぼうしの会」や高齢者のみな

さんも児童に協力。

　児童は毎朝、花壇に寄ってか

ら校舎へ向かっています。

児童の感想

　土づくり

も水運びも

大変だった。

「やまぼうし

の会」の人たちが一緒にやって

くれてうれしかった。

（４年 新原 茅さん）

　生徒会を中心に、一人一鉢、

菊を栽培しました。生徒を指導

したのは、地域に住む黒川勝利

さん。難しいとされる菊の栽培

を、丁寧に教えてくださいました。

　現在、部活単位で当番を決め

て、生徒が主体的に水やりをし、

菊の成長を見守っています。大

きく育った菊は、職場体験等で

お世話になった地域の事業所や

施設に届ける予定です。

生
徒
の
感
想　

　全校児童が協力して、校舎の

壁を琉球アサガオのグリーン

カーテンで覆いました。花壇で

は、マリーゴールドやサルビア、

日々草など、色とりどりの植物

を栽培。また、地域に住む一人

暮らしの高齢者に、育てた花を

プレゼントしました。  

　登下校時、グリーンカーテン

と校舎の間にできた「トンネル」

を通るのが児童の楽しみです。

あさがおを　いじめるあめが　

きらいです（１年 森 菜々美さん）

あさがおよ ぐんぐん伸びて　　

どこまでいく（５年 石盛 泰聖くん )

児
童
の
五
七
五

( 生徒会３年　岡村 綾子さん、

　谷川 真那美さん、釜山　祥子さん )

　今年から、全校生徒が水や
りに参加しています。初めて
参加する人も、しっかりやっ
てくれて嬉しいです。


